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１．調査概要
　2000 年 10 月 6 日午後 1 時 30 分ごろ鳥取県西部を震源とする地震が発生した．この地震では震源地から北方

に約 30km 離れた境港市において，震源付近の日野町と同程度である震度 6 強（東本町），6 弱（上道町）が記録
された．そこで我々は震度 6 環境下の地域応答（震度分布，物的・人的被害，建物構造など）を詳細に調査する
ことを目的として，2001 年 3 月に境港市の全世帯を対象としてアンケート調査を行った．境港市には約 13,800
世帯があり，このすべてを対象として調査を行った．原則として世帯主を回答対象者とし，回収率は約 20%であ
り，2,796 世帯からの回答を得た．調査票は 2 部構成となっており，第 1 部は回答者の属性，家族，家財被害，
建物構造など，建物・人的被害に関する設問群であり，第 2部はアンケートによる震度１）算出用の設問群となっ
ている．

２．調査結果
　アンケートによる震度調査の結果から，比較的狭い地域にもかかわらず，市内の震度分布は震度 3～7 の幅

広い領域にわたっており，特に境水道から南に 500m ほどの帯状の地域に高震度領域が見られた．境港市の観測点
で得られた計測震度はそれぞれ上道町が 5.6（震度 6 弱），東本町が 6.0（震度 6 強）であるが，本調査で得られ
た震度の中央値は上道町が 5.02，東本町では 5.65 であった．これらの値は計測震度と比較して低い値を示して
いる．しかし，鳥取県西部地震においては，実被害と比較して計測震度が大きく算出されているとの報告２）も
あり，アンケート震度が旧気象庁震度（実被害を元にして算出されてきた）との整合を満たすように算定されて
いることをふまえると，この結果は決して不自然とはいえない．
　住宅建物については，木造が多数を占めており，その中でも戦前に建築され，耐震性が弱いとされているも

のの割合が多い．それにもかかわらず，得られた震度の割には被害程度は比較的軽微であった．建物被害調査は
岡田らによる被災パターン３）を用いて行い，建物被害との関係について，り災調査による分類（全壊・半壊・
一部破損）よりも，さらに詳細な対比・区分結果を得ることができた．また，境港市の人口構成は全国と比べて
高齢者が多く，特に在宅者においては 50～70 代の人（災害弱者）が大半であった．しかし，このような状況でも
人的被害は少数にとどまっていた．

３．まとめ
　2000 年鳥取県西部地震において震度 6 強が記録された境港市において全世帯を対象とした高密度アンケート

調査を行った．本調査結果から，境港市という比較的狭い領域であるにもかかわらず，そのゆれの程度は場所に
よって広範囲にばらついており，特に境水道南約 500m の地域に高震度領域があることが確認された．震度分布と
詳細な建物被害状況の関係も得ることができた．今回得られた震度と建物被害の関係は，兵庫県南部地震に対し
て行われた調査結果３）と比較して，かなり軽微な被害にとどまっていたことが確認された．
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